
平成30年度第２回 
釧路市地域公共交通活性化協議会 

 

釧路市地域公共交通再編実施計画（素案たたき台）の概要 
  

          開催日時：平成30年12月26日（水）13:00 
          開催場所：釧路市観光国際交流センター 3階研修室 

№ 0 資料-２ 



0．再編実施計画の構成 № 1 

１．再編実施計画策定の目的 

２．再編実施計画の基本的な考え方 

３．再編実施事業を実施する区域 

４．再編実施計画で取り組む事業の内容 

５．事業の実施予定期間 

６．事業実施に必要な資金の額・調達の方法 

７．事業による効果 

８．網形成計画に関連して釧路市が実施する支援の内容 

９．今後継続的に検討を進める事業 

10.網形成計画における都市機能の増進に必要な立地の適正化に関する施策 

11.その他再編事業の運営に重大な関係を有する事項 



１．再編実施計画策定の目的 № 2 

１）背景 

 釧路市では、限られた資源を社会情勢の変化に即応して柔軟かつ重点的に投資する

「都市経営」の視点に基づき、「釧路市都市経営戦略プラン」を策定 

 公共交通は、公共交通維持に関する財政支出の増加や、運転手の確保や経営体力の

維持といった交通事業者の課題が深刻化しており、市民の生活の足をきちんと確保

するための早急かつ確実な取り組みが求められている 

 まちづくりについては、「釧路市コンパクトなまちづくりに関する基本的考え方」

を平成24年度に策定し、この考え方を基礎にしながら「釧路市立地適正化計画」を

平成28年度に策定 

 

２）目的 

 以上の背景や問題意識を踏まえ、平成29年6月にまちづくりとの連携、市民や交通

事業者等との連携も盛り込んだマスタープラン「釧路市地域公共交通網形成計画」

を策定 

 「釧路市地域公共交通再編実施計画」は、この理念や方針に基づいて具体的な路線

や運行内容などを明らかにするものであり、平成30年3月に作成した「釧路市地域

公共交通再編実施計画の策定に関する基礎調査業務報告書」に基づき作成を進める 

 



２．再編実施計画の基本的な考え方 № 3 

《バス路線の主な問題》 

 バス路線は釧路駅前に向かって重複しており、駅前バス通りでは便数が充実してい

る一方、郊外部では便数が少ない箇所がある 

 バス路線が長いことなどによる運行時間の不正確さ 

 市内の住宅街を多く運行しているため、バス路線が煩雑でバス路線のわかりずらさ 

 バス終発時間やバス待ち環境等への不満 

 バス利用者の減少等に伴い、市の負担は増加傾向（1年間で1.28億円の負担） 

 

《主な取組み》 
 
 
 

 

市内の都市拠点を結ぶ公共交通軸の強化と乗換拠点の充実を図り、将来に渡って持
続する公共交通網を形成します 

 市民にとってわかりやすく利用しやすい、ま

た、将来に渡って持続可能なものとするため、

都心部はバス路線を集約し（幹線バス）、郊

外部のバス路線（支線バス）と乗換拠点で接

続するメリハリあるバス路線網へ再編 



２．再編実施計画の基本的な考え方 № 4 

再編実施計画の立案方針 

イオン昭和店 
＜西部＞ 

ビッグハウス
釧路店（建替） 

＜西部＞ 

市立病院 
（建替） 
＜東部＞ 

釧路市地域公共交通網形成計画～再編実施計画期間 

《段階的に運行サービスを高めるバス路線網の再編計画の基本的な考え方》 

再編 
実施計画 
【大臣認定】 

再編 
実施計画 
【変更】 
（運輸局） 

・新規幹線ダイヤ 
・市立病院（東部）を拠点としたゾーンバス運行計画 
⇒実態に見合った再検討 

計画条件が見通せるH32と、計画条件の
変化も想定される市立病院での乗り換え
は計画熟度に応じた運行計画を作成 

H29    H30    H31            H32                                      H38 

 
乗換拠点：イオン昭和店 
幹線系路線：在来の路線バスを活用 

 
乗換拠点：STEP1に加えビッグハウ
ス、桜ケ岡通・白樺周辺、鶴居村 
幹線系路線：在来の路線バスを活用 

 
乗換拠点：STEP2に加え市立病院 
幹線系路線：新規路線を導入 

STEP2 STEP1 STEP3 



２．再編実施計画の基本的な考え方 № 5 
バス路線網の再編対象路線一覧 

乗換拠点等 路線名 
段階整備 現時点で協議事項、 

実施方針等 STEP１ STEP2 STEP3 

イオン昭和店 鶴野ニュータウン線 ● 

山花リフレ線（鶴野経由） ● 

山花リフレ線（大楽毛経由） ● 

高専まりも線 ● 

新富士新野線 通勤通学ダイヤが主体であり再
編可否について協議中 

ビッグハウス 昭和線（くしろバス） ● 

昭和線（阿寒バス） ● 

阿寒本町線（山花経由） ●  
 

阿寒本町線（大楽毛経由） 通勤通学ダイヤが主体であり再
編可否について協議中 

桜ケ岡通 
（実態により白樺台等から
開始） 

昆布森線 ● 支線系は釧路町とも連携し検討 

鶴居村 幌呂線 ● 支線系は鶴居村で検討 

市立病院 南北線 ● 

市立病院の建替計画検討中 
⇒進捗に応じて再編検討 

若草団地線 ● 

武左線 ● 

白樺線（湖陵） ● 

釧路町 別保線 バス会社等で運行計画改善 
⇒段階整備の進捗管理において
も再確認 

遠矢線 

豊美線 



２．再編実施計画の基本的な考え方 № 6 

事業者 路線名 起点 終点 便数 

くしろバス 霧多布線 霧多布温泉ゆうゆ 厚岸駅前 3便 

白糠線 白糠高校 釧路駅前 15便 

白糠線（系統の２） 音別駅 釧路駅前 5便 

たくぼく循環線 釧路駅前 釧路駅前 39便 

若草団地線（系統の２） 釧路駅前 湖陵高校 1便 

武佐線（系統の３） 愛国 第２若草団地 1便 

鶴ケ岱線 白糠高校 東高校 3便 

明輝高校線 釧路駅前 明輝高校 1便 

学園線 雁来 市立病院 2便 

文苑公住線 緑ケ岡 孝仁会記念病院 57便 

文苑公住線（系統の２） くしろバス本社 白樺入口 1便 

昆布森線（系統の２） 三ツ浦 釧路駅前 1便 

白樺線（千代の浦） 白樺台 釧路駅前 67便 

愛国線 くしろバス本社 白樺入口 1便 

愛国線（系統の２） 美原４丁目 白樺入口 2便 

東西線 白樺台 東高校 1便 

美原線 美原 釧路駅前 64便 

昭和線（系統の２） 釧路駅前 商業高校 1便 

表.現状を維持する路線（1/2） 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



２．再編実施計画の基本的な考え方 № 7 

事業者 路線名 起点 終点 便数 

くしろバス イオン昭和線 イオン昭和店 釧路駅前 37便 

イオン線 イオン昭和店 博物館 23便 

イオン釧路線 イオン釧路店 釧路駅前 18便 

高専線 三映団地 高専 3便 

浄水場線 浄水場 釧路駅前 2便 

たんちょう線 まりも団地 イオン釧路店 10便 

晴海線 白樺台 釧路駅前 43便 

美原線（芦野） 孝仁会記念病院 釧路駅前 8便 

大楽毛線 高専 釧路駅前 3便 

イオン新富士線 イオン昭和店 釧路駅前 9便 

イオン美原線 孝仁会記念病院 釧路駅前 15便 

阿寒バス 釧路羅臼線 市立病院前 羅臼営業所 10便 

阿寒線 釧路駅前 阿寒湖温泉  6便 

釧路標津線 市立病院前 標津営業所 2便 

鶴居線 市立病院 グリーンパークつるい 12便 

空港連絡バス たんちょう釧路空港 釧路駅前 6便 

大楽毛線（阿寒バス） 釧路駅前 高専前 18便 

表.現状を維持する路線（2/2） 
阿寒バス：平成30年12月1日改正 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



３．再編実施事業を実施する区域 № 8 

再編実施事業を実施する区域 



３．再編実施事業を実施する区域 № 9 

再編実施事業を実施する区域 

※平成28年現在（最新の状況に差し替え） 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 10 

１）地域公共交通再編事業 

地域公共交通網形成での位置づけ 施策項目 事業内容 実施主体 

方針１ 
市内拠点を中
心とした公共
交通軸の活性
化と乗換拠点
の機能強化に
よる持続可能
な公共交通網
の形成 

バス路線網の再編 路線再編 13路線 バス会社 

住宅地と乗換拠点をつなぐバス路線の配置 経路変更 １路線 バス会社 

乗換拠点のバス待合環境整備 乗換拠点の整備 待合室等の整備 釧路市 
民間事業者 

交通拠点等におけるわかりやすい乗場案内
等の情報提供・誘導の実施 

運行情報の提供 乗換拠点等によ
るデジタルサイ
ネージの整備 

釧路市 
民間事業者 

方針２ 
迷わず乗れる、
快適に乗れる
公共交通の利
用環境整備 

 

複数路線を前提とした運賃体系や運行ダイ
ヤの導入 

乗換割引の導入 乗換割引チケッ
トの導入 

釧路市 
バス会社 

ダイヤ変更 乗り換えに配慮し
たダイヤ変更 

バス会社 

市内バス交通の積極的な利用を促す運賃支
払い方法の推進 

新たな運賃制度の
導入 

70歳以上の運賃
定額化導入 

釧路市 

買物系ＩＣカード
の導入・検討 

釧路市 
バス会社 

方針4 
交通不便地域
における効率
的で利便性の
高い生活交通
の確保 

生活交通の導入検討（阿寒地域） 運行形態の変更 阿寒仁々志別線の
デマンド化等 

釧路市 
交通事業者 

スクールバスや患者輸送バス等を活用した
生活交通の確保（音別地区） 

運行形態の変更 音別患者輸送バス
統合によるコミバ
ス化等 

釧路市 
交通事業者 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 11 

STEP1 

バス路線網の再編パターン 

２）バス路線網の再編 

乗換拠点 イオン昭和店 

幹線系を
代替する
在来線 
(現状維持） 

◆昭和線（くしろバス） 

◇昭和線（阿寒バス） 

◆イオン新富士線 

◆イオン昭和線 

◆イオン線 

◆たんちょう線 

支線系路
線 

◇鶴野ニュータウン線 

◇山花リフレ線 [鶴野経由] 

◇山花リフレ線 [大楽毛経由] 

◇高専まりも線 

◆くしろバス ◇阿寒バス 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 12 

幹線系を代替する在来線(現況） 路線名 イオン昭和店方面 釧路駅方面 往復本数 

昭和線（くしろバス） 釧路北病院 釧路駅 12本 

昭和線（阿寒バス） 釧路北病院 釧路駅 12本 

イオン新富士線 イオン昭和店 釧路駅 6本 

イオン昭和線 イオン昭和店 釧路駅 37本 

イオン線 イオン昭和店 市立病院経由博物館 23本 

たんちょう線 まりも団地 イオン釧路店 10本 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 13 

幹線系を代替する在来線(現況） 

■運賃体系【イオン昭和店～釧路駅】 
（昭和線[くしろバス]） 

釧路駅

駅北口 210

新橋大通４丁目 220 220

鳥取大通２丁目 210 260 260

イオン昭和店 200 270 370 370

市立病院

第1若草団地 230

イオン釧路店 300 370

鳥取大通２丁目 280 350 410

イオン昭和店 210 290 380 460

釧路駅

駅北口 210

新橋大通４丁目 220 220

鳥取大通２丁目 210 260 260

イオン昭和店 200 270 370 370

■運賃体系【イオン昭和店～釧路駅】 
（昭和線[阿寒バス]） 

■運賃体系【イオン昭和店～釧路駅】 
（イオン新富士線） 

■運賃体系【イオン昭和店～釧路駅】 
（イオン昭和線） 

■運賃体系【イオン昭和店～釧路駅】 
（イオン線） 

■運賃体系【イオン昭和店～イオン釧路店】 
（たんちょう線） 

釧路駅

埠頭入口 210

新富士駅 210 260

鳥取大通４丁目 150 250 320

イオン昭和店 150 190 270 370

釧路駅

入江町14番地 230

宝橋通 220 230

農協ビル 220 230 330

イオン昭和店 150 240 300 370

イオン釧路店

公立大南門 150

愛国変電所 150 170

農協ビル 230 270 280

イオン昭和店 150 240 280 290



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 14 

昭和線（阿寒バス） 現行（11.2㎞） 

再編後（11.2㎞） 

【再編の方向性】 

 幹線系代替路線として、全ての路線をイオン昭和
店に乗り入れるルート変更 

起点 終点 

釧路駅 釧路北病院 

起点 終点 

釧路駅 釧路北病院 

■運行本数・始発・終発 

■運賃体系（主要バス停間） 
釧路駅

新橋大通４丁目 220

鳥取大通２丁目 210 260

昭和団地 170 250 350

釧路北病院前 150 230 300 400

全てイオン昭和店経由 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 6 6 始8：00 終18：50 始8：00 終18：50 

復 6 6 始7：25 終18：10 始7：25 終18：10 

土曜 往 5 5 始8：00 終17：20 始8：00 終17：20 

復 6 6 始7：25 終18：10 始7：25 終18：10 

休日 往 5 5 始8：00 終17：20 始8：00 終17：20 

復 6 6 始7：25 終18：10 始7：25 終18：10 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 15 

鶴野ﾆｭｰﾀｳﾝ線（阿寒バス） 運行距離：14.3㎞ 

所要時間：約36分 

運行距離：6.3㎞ 

所要時間：約20分 

【現状・課題】運行距離が長く、特にイオン昭和店以
西の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 通勤通学時間帯の平日7時20分発は直通運転を継続 
 昭和線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤ

に変更 
 路線を再編し運行の効率化を図る 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 2 2 始7：20 終10：35 始7：20 終10：15 

復 1 1 始16：45 終16：45 始15：45 終15：45 

土曜 往 1 1 始10：15 終10：15 始10：15 終10：15 

復 0 0 - - 

休日 往 1 1 始10：15 終10：15 始10：15 終10：15 

復 0 0 - - 

起点 終点 

市立病院 鶴野ﾆｭｰﾀｳﾝ入口 

■運行本数・始発・終発 ※黄色網掛け変更予定 

■運賃体系（主要バス停間） 

起点 終点 

イオン昭和店 鶴野ﾆｭｰﾀｳﾝ入口 

イオン昭和店

陸運支局 150

鳥取大通９丁目 150 170

鶴野小学校 150 170 210

ﾆｭｰﾀｳﾝ入口 150 150 170 210

【現行】 

【再編後】 

土曜、休日は
検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 16 

山花ﾘﾌﾚ線[鶴野経由]（阿寒バス） 
【現状・課題】運行距離が長く、特にイオン昭和店以
西の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 昭和線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤ

に変更 
 路線を再編し運行の効率化を図る 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 2 2 始10：25 終12：10 始9：55 終12：10 

復 1 1 始11：40 終11：40 始11：40 終11：40 

土曜 往 2 2 始9：55 終12：10 始9：55 終12：10 

復 1 1 始11：40 終11：40 始11：40 終11：40 

休日 往 2 2 始9：55 終12：10 始9：55 終12：10 

復 1 1 始11：40 終11：40 始11：40 終11：40 

起点 終点 

釧路駅 山花温泉リフレ 
■運行本数・始発・終発※黄色網掛け変更予定 

■運賃体系（主要バス停間） 

起点 終点 

イオン昭和店 山花温泉リフレ 

イオン昭和店

鳥取分岐 170

鶴野小学校 150 210

北斗 300 340 330

山花温泉ﾘﾌﾚ 320 460 600 700

運行距離：24.1㎞ 

所要時間：約60分 

運行距離：16.7㎞ 

所要時間：約40分 

【現行】 

【再編後】 

土曜、休日は
検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 17 

山花ﾘﾌﾚ線[大楽毛経由]（阿寒バス） 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 1 1 始9：15 終9：15 始9：15 終9：15 

復 2 2 始10：50 終13：35 始10：50 終13：45 

土曜 往 1 1 始9：15 終9：15 始9：15 終9：15 

復 2 2 始10：50 終13：45 始10：50 終13：45 

休日 往 1 1 始9：15 終9：15 始9：15 終9：15 

復 2 2 始10：50 終13：45 始10：50 終13：45 

起点 終点 

釧路駅 山花温泉リフレ ■運行本数・始発・終発 ※黄色網掛け変更予定 

■運賃体系（主要バス停間） 

起点 終点 

イオン昭和店 山花温泉リフレ 

イオン昭和店

鳥取分岐 170

鶴野小学校 220 220

星が浦大通４丁目 170 260 330

山花温泉ﾘﾌﾚ 420 450 600 700

【現状・課題】運行距離が長く、特にイオン昭和店以
西の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 昭和線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤ

に変更 
 路線を再編し運行の効率化を図る 

運行距離：33.8㎞ 

所要時間：約70分 

運行距離：26.4㎞ 

所要時間：約50分 

【現行】 

【再編後】 

土曜、休日は
検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 18 

高専まりも線（阿寒バス） 
【現状・課題】運行距離が長く、特にイオン昭和店以
西の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 増便（往復各１便） 
 大楽毛駅南側からの利便性を高めるルート変更 
 昭和線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤに変更 
 路線を再編し運行の効率化を図る 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 2 1 始11：15 終15：20 始11：15 終11：15 

復 2 1 始10：30 終13：30 始12：45 終12：45 

土曜 往 1 1 始11：15 終11：15 始11：15 終11：15 

復 1 1 始12：45 終12：45 始12：45 終12：45 

休日 往 1 1 始11：15 終11：15 始11：15 終11：15 

復 1 1 始12：45 終12：45 始12：45 終12：45 

起点 終点 

イオン昭和店 高専前 

起点 終点 

釧路駅 高専前 
■運行本数・始発・終発 ※黄色網掛け変更予定 

■運賃体系（主要バス停間） イオン昭和店

運輸支局前 150

星が浦大通3丁目 190 200

大楽毛駅前 190 290 330

高専前 150 240 360 360

大楽毛駅南側のバスの利便
性を高めるルート変更 

運行距離：17.4㎞ 

所要時間：約55分 

運行距離：10.0㎞ 

所要時間：約35分 

【現行】 

【再編後】 

土曜、休日は
検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 19 

STEP２ 

バス路線網の再編パターン 

乗換拠点 ビッグハウス 桜ケ岡通・ 

白樺周辺 

鶴居線と重複

する区間内 

幹線系を代替す
る在来線 
(現状維持） 

◆白糠線 

◇大楽毛線 

◇鶴居線 

◆白樺線 

（湖陵） 

◆白樺線 

（千代の浦） 

◆晴海線 

◇鶴居線 

 

支線系路線 ◆昭和線 

(くしろバス) 

◇昭和線 

(阿寒バス） 

◇阿寒本町線 

◆昆布森線 

 

◇幌呂線 

◆くしろバス ◇阿寒バス 

（STEP１からの追加） 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 20 

ビッグハウスの幹線系を代替する主な在来線(現況） 

路線名 
ビッグハ
ウス方面 

釧路駅 
方面 

往復
本数 

白糠線 音別駅 釧路駅 30本 

大楽毛線 高専前 釧路駅 18本 

鶴居線 グリーン

パーク鶴居 

市立病院 11本 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 21 

■運賃体系【鳥取大通２丁目～釧路駅】 
（白糠線） 

■運賃体系【鳥取大通２丁目～市立病院】
（鶴居線） 

市立病院

釧路駅 220

駅北口 210 220

新橋大通４丁目 220 220 230

鳥取大通２丁目 210 260 260 370

■運賃体系【鳥取大通２丁目～釧路駅】 
（大楽毛線） 

釧路駅

駅北口 210

新橋大通４丁目 220 220

鳥取大通２丁目 210 260 260

釧路駅

駅北口 210

新橋大通４丁目 220 220

鳥取大通２丁目 210 260 260



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 22 

昭和線（くしろバス） 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 6 始： 終： 始8：05 終17：20 

復 6 始： 終： 始7：15 終18：10 

土曜 往 2 始： 終： 始8：05 終11：40 

復 1 始： 終： 始12：30 終12：30 

休日 往 2 始： 終： 始8：05 終11：40 

復 1 始： 終： 始12：30 終12：30 

起点 終点 

鳥取大通2丁目 釧路北病院 

起点 終点 

釧路駅 釧路北病院 ■運行本数・始発・終発 

■運賃体系（主要バス停間） 
鳥取大通２丁目

北橋通 150
昭和団地 150 170

イオン昭和店 150 160 210
釧路北病院前 150 150 190 230

運行距離：11.2㎞ 

所要時間：約40分 

運行距離：6.4㎞ 

所要時間：約16分 

【現行】 

【再編後】 

地域の状況を踏まえ利便性
を高めるルート変更を検討 

【現状・課題】運行距離が長く、特にビッグハウス以西
の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 通勤通学時間帯は直通運行を継続しビッグハウスの営業時

間内を支線化 
 支線系路線の運行経路は地域の状況を踏まえ変更あり 
 大楽毛線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤに変更 
 運行路線を再編し運行の効率化を図る 

ル
ー
ト
含
め
検
討
中 

検討中 

くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 23 

昭和線（阿寒バス） 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 6 始： 終： 始8：00 終18：50 

復 6 始： 終： 始7：25 終18：10 

土曜 往 5 始： 終： 始8：00 終17：20 

復 6 始： 終： 始7：25 終18：10 

休日 往 5 始： 終： 始8：00 終17：20 

復 6 始： 終： 始7：25 終18：10 

起点 終点 

鳥取大通2丁目 釧路北病院 

起点 終点 

釧路駅 釧路北病院 ■運行本数・始発・終発 

■運賃体系（主要バス停間） 
釧路駅

新橋大通４丁目 220

鳥取大通２丁目 210 260

昭和団地 170 250 350

釧路北病院前 150 230 300 400

運行距離：11.2㎞ 

所要時間：約40分 

運行距離：6.4㎞ 

所要時間：約16分 

【現行】 

【再編後】 

【現状・課題】運行距離が長く、特にビッグハウス以西
の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 通勤通学時間帯は直通運行を継続しビッグハウスの営業時

間内を支線化 
 支線系路線の運行経路は地域の状況を踏まえ変更あり 
 大楽毛線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤに変更 
 運行路線を再編し運行の効率化を図る 

地域の状況を踏まえ利便性
を高めるルート変更を検討 

ル
ー
ト
含
め
検
討
中 

検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 24 

阿寒本町線[山花経由]（阿寒バス） 
【現状・課題】運行距離が長く、特にビッグハウス以北の
区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 
 通勤通学時間帯は直通運行を継続しビッグハウスの営業時

間内を支線化 
 大楽毛線等の在来線と円滑に乗り換えられるダイヤに変更 
 運行路線を再編し運行の効率化を図る 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 2 始： 終： 始13：50 終18：00 

復 3 始： 終： 始6：51 終15：41 

土曜 往 1 始： 終： 始13：50 終13：50 

復 1 始： 終： 始15：41 終15：41 

休日 往 1 始： 終： 始13：50 終13：50 

復 1 始： 終： 始15：41 終15：41 

起点 終点 

鳥取大通2丁目 阿寒診療所 

起点 終点 

市立病院 阿寒診療所 ■運行本数・始発・終発 

■運賃体系（主要バス停間） 
鳥取大通２丁目

鶴野 220

リフレ 490 700

変電所前 440 720 780

阿寒診療所 370 720 990 1120

運行距離：38.5㎞ 

所要時間：約70分 

運行距離：30.1㎞ 

所要時間：約41分 

【現行】 

【再編後】 

検
討
中 

検討中 

阿寒バス：平成30年12月1日改正 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 25 

白樺周辺 幹線系を代替する在来線(現況） 

路線名 釧路駅方面 
往復
本数 

白樺線（湖陵） 市立病院、釧路駅 40本 

白樺線（千代の浦） 市立病院、釧路駅 67本 

晴海線 釧路駅 43本 

■運賃体系 
（白樺線・湖陵）  

（白樺線・千代の浦）  
釧路駅

千代の浦 220

桜ケ岡通 220 320

桜ケ岡６丁目 150 280 380

白樺ターミナル 170 230 370 420

釧路駅

千代の浦 220

桜ケ岡通 220 320

桜ケ岡６丁目 150 280 380

白樺ターミナル 170 230 370 420

（晴海線）  釧路駅

沼尻橋詰 230

中央通 170 320

益浦 150 260 400

白樺ターミナル 160 200 280 420

くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 26 

昆布森線（くしろバス） 
【現状・課題】運行距離が長く、特に白樺ターミナル
以東の区間では利用者が少なく効率的な運行が課題 

【再編の方向性】 ※釧路町と調整協議中 

運行形態（デマンド運行等）の見直しや路線再編によ
り運行の効率化を検討し、白樺線・晴海線（在来線）
と円滑に乗り換えられるダイヤとして利便性を高める 

運行回数 始終発時刻 

新 旧 新 旧 

平日 往 6 始： 終： 始6：55 終19：30 

復 5 始： 終： 始8：10 終18：15 

土曜 往 4 始： 終： 始9：10 終17：00 

復 3 始： 終： 始10：25 終15：45 

休日 往 4 始： 終： 始9：10 終17：00 

復 3 始： 終： 始10：25 終15：45 

起点 終点 

桜ケ岡通 

白樺ﾀｰﾐﾅﾙ 

昆布森 

起点 終点 

釧路駅前 昆布森 

■運行本数・始発・終発 

■運賃体系（主要バス停間） 白樺ﾀｰﾐﾅﾙ

漁村センター 160

三ツ浦 150 160

城山 230 370 420

昆布森 170 330 460 550

運行距離：24.6㎞ 

所要時間：約65分 

運行距離：12.5㎞ 

所要時間：約13分 

【現行】 

【再編後】 

白樺ターミナル・白樺台バス停周辺 

運
行
形
態
含
め
検
討
中 

検討中 

くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 27 

阿寒町布伏内のデマンド型乗合タクシー（運行概要） 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 28 

岩見沢市のデマンド型乗合タクシー（運行概要） 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 29 

幌呂線（阿寒バス） 

出典：鶴居村地域公共交通検討調査委託（基礎調査） 平成30年1月 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 30 

STEP３ 

バス路線網の再編パターン 

乗換拠点 市立病院 

幹線系路線 ◆◇新規路線バス 

（市立病院～イオン昭和店） 

支線系路線 ◆南北線 

◆若草団地線 

◆武佐線 

◆白樺線（湖陵） 

◆くしろバス ◇阿寒バス 

（STEP2からの追加） 

• 市立病院の建替えの具体化に合わせ、運行計画を継続的に調整協議する 
• 阿寒昭和線は新規路線バスの導入に伴い再編 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 31 

３）乗継拠点の整備 

STEP1 イオン昭和店 

①敷地内にある現行の２個所のバス乗降場を活用 

②バス乗場に近い店舗内にバス待合施設の整備 

③リアルタイムでの運行情報提供（バスロケ・デジタルサイネージ） 

 

 

 
 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 32 

STEP1 イオン昭和店 

平日時間帯別運行本数 

※乗場数は停車時間を５分間として算定（駅前広場計画指針） 

＜再編後＞
支線系

時間 イオン線
たんちょ
う線

昭和線
イオン昭
和線

イオン新
富士線

昭和線 鶴居線
鶴野
ニュータ
ウン線

山花リフ
レ線(大
楽毛経
由)

山花リフ
レ線(鶴
野経由)

高専まり
も線

継続路線
支線系路

線
計

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 1 0 1 1 0 1 0 0 4 0 4 1
8 1 0 1 2 0 1 0 0 5 0 5 1
9 2 0 2 2 0 0 2 1 0 8 1 9 1
10 2 2 3 0 2 1 1 1 1 10 3 13 2
11 3 2 0 0 1 1 5 2 7 1
12 2 1 2 3 2 0 1 2 0 11 2 13 2
13 2 1 3 1 2 1 1 10 1 11 1
14 2 1 3 1 1 0 1 0 8 1 9 1
15 2 1 1 3 2 1 2 1 12 1 13 2
16 4 1 1 3 1 1 0 11 0 11 1
17 2 1 1 3 1 1 1 0 9 1 10 1
18 2 1 1 3 2 1 0 10 0 10 1
19 1 1 1 3 1 0 2 0 9 0 9 1
20 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 2 1
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 23 10 11 37 9 12 12 2 3 3 4 114 12 126

くしろバス 阿寒バス

乗り場数

現行の運行を継続する路線
阿寒バス 時間帯別の合計

再編計画

阿寒バス：平成30年12月1日改正 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 33 

３）乗継拠点の整備 

ビッグハウス 
（検討中） 

STEP2 

①敷地内にバス乗降場を整備 

②バス乗場に近い店舗内にバス待合施設の整備 

③リアルタイムでの運行情報提供（バスロケ・デジタルサイネージ） 

 

 

 
 

（検討中） 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 34 

ビッグハウス STEP2 

平日時間帯別運行本数 

※乗場数は停車時間を５分間として算定（駅前広場計画指針） 

現行の運行を継続する路線 再編計画

くしろバス 阿寒バス くしろバス 乗り場数

イオン線
(100)

白糠線
(36)

大楽毛線
(38)

大楽毛線
阿寒本町
線（大楽
毛経由）

昭和線
(66)

昭和線
阿寒本町
線（山花
経由）

継続路線
支線系路

線
計

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 1 4 0 4 2 1 1 1 11 2 13 2
8 1 2 0 3 2 1 6 3 9 1
9 2 2 0 1 2 0 1 5 2 7 1
10 2 2 0 2 0 2 6 2 8 1
11 1 3 0 0 1 0 4 1 5 1
12 2 2 0 2 1 0 6 1 7 1
13 1 2 1 0 0 2 4 2 6 1
14 2 1 1 2 0 1 1 6 1 7 1
15 3 3 0 2 1 1 8 2 10 1
16 3 3 1 1 1 1 1 1 9 2 11 1
17 2 2 2 1 1 1 7 2 9 1
18 3 2 2 0 1 1 1 1 8 2 10 1
19 0 1 1 0 1 1 2 2 4 1
20 0 1 1 0 1 0 0 3 0 3 1
21 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 23 30 10 18 5 12 12 5 86 24 110

時間帯

時間帯別の合計

支線系

阿寒バス

阿寒バス：平成30年12月1日改正 
くしろバス：2018年10月01日改訂版 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 35 

３）乗継拠点の整備 店舗内にバスの待合い施設を設置した事例 

出典：青森県北上市ホームページ 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 36 

３）乗継拠点の整備 店舗内にバスの待合い施設を設置した事例 

出典：新潟市BRT第1期導入事業概要について(平成28年公表) 新潟市ホームページ 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 37 

４）乗換割引券 

図.利用者アンケート（乗換区間利用者） 
の運賃支払い方法（ｎ=266） 

再編後に乗換を伴う利用者の現在の運賃
支払いをみると約５割が現金、回数券 

▼ 
バスの乗り換えに伴い初乗り運賃が２回
かからないよう乗換割引を導入 

 再編後に直通時の運賃と同程度になるよう、支線系路

線の乗り換え限定して利用できる定額の割引券を発行 

 支線系路線を使い乗換拠点で他のバスに乗り換える場

合（又は他のバスから乗り換える場合）は、乗換拠点

までの運賃の支払い後、乗り換え申告者に対し割引券

をドライバーが手渡す 

 乗り換えたバス（又は支線系路線）の運賃は、定額の

割引券と必要に応じてその差額を支払う 

 
 
 
 

《乗換割引券》 

①１日のみ有効 

②支線系路線の往復利用による不正乗車を防ぐため、往

路用と復路用の２種類を作成 

乗換割引券イメージ 
 
 
 
 

現金; 22.9

回数券, 
23.7

マイパ ; 

21.4

シルバー定

期券; 22.9

グリーン定

期券; 1.9

土日祝日限定の1日

フリー乗車券; 4.5

無回答; 2.6

釧路市 乗換割引券

￥●●円
乗換えたバスで運賃を支払う

際にこの割引券と差額を

運賃箱へ入れてください

釧路駅方面

〇月〇日

（1日限り有効）

釧路市 乗換割引券

￥●●円
乗換えたバスで運賃を支払う

際にこの割引券と差額を

運賃箱へ入れてください

釧路駅方面

〇月〇日

（1日限り有効）



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 38 

５）音別地区の生活路線の整備 

 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

住
民
利
用
の
継
続 

患者輸送バスを 
生活交通に統合 

（コミュニティバス化） 
●２系統を運行 

●予約があった場合のみ運行する定時

定路線型のデマンド型乗合タク
シー（事前予約制） 

●患者輸送バスのサービスを継続
するため診療所で証明書を発行 

●診療所以外の利用からは運賃徴収 

●音別駅からの白糠線（くしろバ
ス）に乗り換えられるダイヤ設定 

 

経路１（霧里、茶安別～音別駅） 
運行距離（片道）：20～30㎞  
所要時間：30～40分 
運行本数：往復２～3本 

経路2（尺別～音別駅） 
運行距離（片道）：20㎞  
所要時間：30分 
運行本数：往復1～2本 

平成30年3月に廃線された路線バスの音別線の代替措

置として、平成30年4月よりスクールバス及び患者輸

送バスの住民利用の試行運行を行っている。高齢化の

進行に伴い利便性の高い誰もが使いやすい運行効率の

良い生活交通の導入が必要 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 39 

時刻表 

利用実績 

患者輸送バスの運行状況 

468 445 407 425 
303 

244 
173 

134 118 

97 

340 

339 
375 

244 

241 

4.3 

3.9 
3.8 

3.2 

2.6 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H25 H26 H27 H28 H29

尺別、直別 

海光 

川西、中音別、上音別 

１日平均乗車人員 

1,052 

957 
916 

787 

641 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 40 

６）阿寒地区の生活路線の整備 

 

 仁々志別線の 
運行計画の変更 

 

●予約があった場合のみ運行す

る定時定路線型のデマンド
型乗合タクシー（事前予
約制） 

●一部フリー乗降区間の設置 

●山花リフレ～高校前のバ
ス停の設置 

●阿寒バスに乗り換えられる
ダイヤ設定 

 

布
伏
内
乗
合
タ
ク
シ
ー 

現
行
サ
ー
ビ
ス
の
継
続 

仁々志別線は、児童の通学や地域の生活路線として運
行してきたが、小学校の廃校に伴いスクールバスが導
入され利用者が大幅に減少していることから、高齢化
の進行に伴い利便性の高い誰もが使いやすい運行効率
の良い生活交通の導入が必要 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
・患
者
輸
送
バ
ス 

住
民
利
用
の
検
討 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 41 
時刻表 

利用実績 

仁々志別線の運行状況 
上　り

 阿寒町行政センター前 7:06 12:55 ②16:40 ③8:36 ②16:40
 阿寒高校前 7:08 12:57 16:42 8:38 16:42
 山花温泉リフレ 7:26 ①13:15 16:55 8:56 16:55

 １８線 7:29 13:18 16:58 8:59 16:58
 梅津入口 7:31 13:20 17:00 9:01 17:00

 下仁々志別 7:33 13:21 17:02 9:03 17:02
 農道入口 7:34 13:22 17:03 9:04 17:03

 中仁々志別 7:37 13:25 17:06 9:07 17:06
 ３０線 7:39 13:27 17:08 9:09 17:08

 仁々志別小中学校 7:40 13:28 17:09 9:10 17:09
 伊藤牧場 7:44 13:32 17:13 9:14 17:13
 徹別分岐 7:45 13:33 17:14 9:15 17:14

 共和 7:47 13:34 17:16 9:17 17:16
 ４１線 7:50 13:37 17:19 9:20 17:19

 共和会館 7:52 13:39 17:21 9:22 17:21
 ４６線 7:54 13:41 17:23 9:24 17:23

 ４８線 - 13:44 17:26 - 17:26

 接続可能バス  ①７７番線　釧路駅発12:10　リフレ着13:10

 ②３０番線　釧路駅発14:50　行政セ着15:51

 ③８０番線　釧路駅発 7:20　行政セ着 8:13

平　日 第２･４土曜日

下　り

 ４８線 - 13:44 17:26 - 17:26
 ４６線 7:54 13:47 17:29 9:24 17:29
 共和会館 7:56 13:49 17:31 9:26 17:31

 ４１線 7:58 13:51 17:33 9:28 17:33
 共和 8:01 13:54 17:36 9:31 17:36

 徹別分岐 8:03 13:55 17:38 9:33 17:38
 伊藤牧場 8:04 13:56 17:39 9:34 17:39

 仁々志別小中学校 8:08 14:00 17:43 9:38 17:43
 ３０線 8:09 14:01 17:44 9:39 17:44

 中仁々志別 8:11 14:03 17:46 9:41 17:46
 農道入口 8:14 14:06 17:49 9:44 17:49
 下仁々志別 8:15 14:07 17:50 9:45 17:50

 梅津入口 8:17 14:08 17:52 9:47 17:52
 １８線 8:19 14:10 17:54 9:49 17:54

 山花温泉リフレ ①8:22 14:13 17:57 ②9:52 17:57
 阿寒高校前 8:35 14:26 18:10 10:05 18:10

 阿寒町行政センター前 8:37 14:28 18:12 10:07 18:12

 接続可能バス  ①７０番線　リフレ発9:01　市立病院着9:51

 ②８８番線　リフレ発10:50　釧路駅着12:00

第２･４土曜日平　日

660 
474 397 411 298 

2064 

1542 1673 

562 

199 

1.74 

1.28 1.32 

0.62 

0.31 

0
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0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H25 H26 H27 H28 H29

無償（通学） 

有償 

１便当たり人数 

2,724 

2,016 2,070 

973 

497 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 42 

平成29年度 スクールバスの運行状況 
 徹別地区⇒阿寒中学校、阿寒小学校             仁々志別～阿寒小学校・阿寒中学校 
 



４．再編実施計画で取り組む事業の内容 № 43 

平成30年度 患者輸送バスの運行状況 

①徹別地区（毎週木曜日） 

① ② 

③ 

行き 帰り 

停留場所（起終点） 時間 停留場所（起終点） 時間 

松下宅交差点 8時40分 病院 13時00分 

病院 9時50分 タンチョウの家 14時11分 

②布伏内地区（毎週火曜日） 

行き 帰り 

停留場所（起終点） 時間 停留場所（起終点） 時間 

公住入口 9時00分 病院 13時00分 

病院 9時25分 真澄町 13時25分 

③橋南地区（毎週火曜日） 

行き 帰り 

停留場所（起終点） 時間 停留場所（起終点） 時間 

木幡宅入口※宅側 (8時35分) 病院 11時30分 

病院 8時48分 片山宅入口 11時38分 

※時刻の括弧書きは住民周知時刻表以外に依頼等により実施しているもの。 



５．事業の実施予定期間 № 44 

施策項目 事業内容 実施主体 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

路線再編 4路線 STEP1 バス会社 

5路線 STEP2 

4路線 STEP3 

経路変更 １路線 バス会社 

乗換拠点
の整備 

待合室等の整備 釧路市 
民間事業者 

運行情報
の提供 

乗換拠点等によ
るデジタルサイ
ネージの整備 

釧路市 

民間事業者 

運賃体系
の構築 

乗換割引チケッ
トの導入 

釧路市 
バス会社 

ダイヤ変
更 

乗り換えに配慮し
たダイヤ変更 

バス会社 

円滑な運
賃支払方
法の推進 

70歳以上の運賃
定額化導入 

釧路市 

買物系ＩＣカード
の導入・検討 

釧路市 
バス会社 

生活交通
の確保 

阿寒仁々志別線の
デマンド化等 

釧路市 

交通事業者 

生活交通
の導入 

音別患者輸送バス
統合によるコミバ
ス化等 

釧路市 
交通事業者 

必要に応じてPDCAサイクルによる見直し 

必要に応じてPDCAサイクルによる見直し 

イオン昭和店 市立病院 

必要に応じてPDCAサイクルによる見直し 

必要に応じてPDCAサイクルによる見直し 

必要に応じてPDCAサイクルによる見直し 

導入効果を確認しつつ検討 

ビッグハウス 



６．事業による効果 № 45 

取組み 事業効果 網形成計画での目標における位置づけ 

 バス路線網の再編 

 市民の主要な目的地へのバス
路線の配置 

 住宅地と乗換拠点をつなぐバ
ス路線の配置 

 路線の重複を統合・整理し、
乗換拠点から郊外部を支線化
することで、バス網全体の経
営の安定化と運行サービスの
充実による持続可能性の向上 

 立地適正化計画の地域拠点へ
の連絡を骨格とした路線バス
網の再編により、都市機能の
充実を支援しつつ、拠点間の
移動を活発化することによる
地域活力の維持向上 

方針１ 

市内拠点を中心とした公共交通
軸の活性化と乗換拠点の機能強
化による持続可能な公共交通網
の形成 

 乗換拠点のバス待合環境整備 
 交通拠点等におけるわかりや

すい乗場案内等の情報提供・
誘導の実施 

 複数路線を前提とした運賃体
系や運行ダイヤの導入 

 市内バス交通の積極的な利用
を促す運賃支払い方法の推進 

方針2 

迷わず乗れる、快適に乗れる公
共交通の利用環境整備 

 生活交通の導入検討 
 スクールバスや患者輸送バス

等を活用した生活交通の確保 

 交通不便地域における利便性
の高い生活の足の確保により、
高齢者の外出支援等を高める
とともに、効率的な運行を確
保し持続可能性を向上 

方針4 

交通不便地域における効率的で
利便性の高い生活交通の確保 



７．網形成計画における都市機能の増進に必要な立地の適正化に関する施策 № 46 

《都市機能誘導区域》 

8拠点と機能集積軸 
釧路市のめざす公共交通像 

（釧路市地域公共交通網形成計画） 



７．網形成計画における都市機能の増進に必要な立地の適正化に関する施策 № 47 

《居住誘導区域》 
 

◆ 居住区域の形成方針 

市街化区域内に、等しく 日

常生活に必要な 行政サービ

ス が享受できる 「一般居

住区域」 を位置付け、 そ

の内側に「 居住誘導区

域 」を 設定 

 

◆ 居住誘導区域設定の考え方 

将来 も一定の人口規模・密

度を維持することが 見込ま

れる住居系用途地域や都市

機能が集積した商業系用途

地域を基本に設定 

 

《計画推進のための施策》 

◆公共施設の適正配置 ◆住宅施策との調和 ◆高齢化への対応 ◆都市計画制度の運用 
◆都市基盤の整備   ◆空き家等の対策  ◆商業の活性化 


